
イジング性一次元反強磁性体の強磁場分光

東北大金研 茂木 巌

cscoc13の光吸収スペク トルには4T lg(4F)-2T.gf2P)領域に4.2Kで励起子緑Bとマグノ

ンサイ ドバンドCが観測される｡また温度上昇 とともにTN2(9.2R)以上でB棟の低エネル

ギー側にホ ットバ ン ドAが現われる｡興味深いことにはそれぞれのエネルギ一差△Eが

△E8｡-49cm~1,△E8Å-45cm~1でマグノンのエネルギ-2Jのほぼ半分になっている｡我

々は､これを次のように考えている｡基底状態 と励起状態 との交換相互作用が非常に小さ

い時は､励起子-マグノン相互作用が強 く働 くため励起子に局在 したマグノンのエネルギ

ー △EBCはJとなる0-万､ホットバン ドは熱的に励起された磁壁 ソリトン内にある分子

場ゼロのスピン上での縮退 したクラマース二重項間の電子励起 と考えられる｡これを立証

するために副格子ゼーマン分裂の実験を行った｡図 1からわかるように､Aバンドの分裂

の大きさはB線のそれとほぼ等 しく､同じ遷移機構をもつことを示 しており､上記モデル

が妥当であると考えられる｡図 1の破線は励起子線 とマグノンサイ ドバンドに対する分裂

の計算値である｡

同様のスペク トルがCsFeC13･2H20においても観測される｡励起子緑Aoとマグノンサイ ド

バン ドAlとのエネルギー差は励起子-マグノン相互作用によりJとなっている｡それらの

副格子分裂の様子を示 したのが図 2である｡140kOeでメタ磁性転移が起 こり､それ以上の

磁場ではAlは消失 してしまう｡不思議なのは80-140kOeの間でマグノンサイ ドバン ドのエ

ネルギーがそのもととなる励起子練より小さくなっていることである｡スピンの動きは電

子遷移に比べて十分媛慢であるから､この現象には磁気的フランクーコンドン効果 と励起

千-マグノン相互作用が関連 しているものと考えられる｡
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